
日本語政策論
第10回 

第3単元「複数性」から日本語教育の論点争点を考える① 
複数のことば，複数の文化，複数の場を当たり前に見る世界 

を座談会する

コメントスクリーンの用意もおねがいします。



日本語教育的に日本の今後を考えていく論点争点



イギリス　1949

フランス　1973

カナダ　1976

ベルギー　2010

ニジェール　2012

ハイチ　2011

「二重国籍」を 
認めている国

ここに集う多くの人は，「一つを持っていること」の前提の中で生きてきたことが多いが 
世界的に見るとそれは「多数派」でもない！



「さらにもう1つの発想」を考えていく

ここに集う多くの人は，「一つを持っていること」の前提の中で生きてきたことが多いが 
世界的に見るとそれは「多数派」でもない！

そもそも「どれか1つを選べ」という発想の部分を 
日本は，日本語教育は越えていけるだろうか？



「複数のことば・複数の文化・複数の場所」 
そんな世界観で生きることを探る座談会

シラちゃん・マヌーさん 
吉本興業所属の芸人で国際夫婦
漫才ユニット「フランポネ」を
しています。シラちゃんはイタ
リア生まれのスイス育ち。そし
て今日本で日本語漫才と多言語
漫才をしています。

星野ルネさん 
カメルーン生まれ。母親の再婚
と共に小学校の時に兵庫県に転
校してきました。 
『アフリカ少年が日本で育った
結果』など，漫画家として活躍

堀佳月さん 
千葉大学教職大学院2年生。 
日本で生まれた日本と中国のダブ
ルです。学部時代，カナダに留学
にも行き、来年からは中学校英語
教師です。

澤田光穗子さん 
小学校低学年で両親の仕事の関係で
アメリカで過ごし，大学は日本の大
学を卒業し，大学院をハワイ大学で
終了して今に至ります。 



前半（30分） 後半（30分）

星野ルネさん グループ1 
司会・記録・対話

グループ2 
司会・記録・対話

堀佳月さん グループ2 
司会・記録・対話

グループ3 
司会・記録・対話

フランポネさん グループ3 
司会・記録・対話

グループ4 
司会・記録・対話

澤田光穂子さん グループ4 
司会・記録・対話

グループ1 
司会・記録・対話

①係を決める 
司会者，記録係，積極的に質問をする係など 
（うまくアクセスできないなどのときのために，副司会なども） 

＊画面は基本的に開けましょう。相手とのやりとりをするときに随分違うと思います。 
＊「教師は自分の表情に責任を持つ！^^」ノンバーバル，大事です。 
＊うまくいかなくてOK.　たどたどしい感じは対話で大事です。Zoomだとなおさら！

⓪自己紹介（5分） 
a）名前，学年や専門に勉強していること，生まれた場所や育った場所，はなせる言葉を紹介。 
b）アクセスしている場所が東京学芸大学から最も遠い人が1回目の司会→のその司会の人の画面上の左隣の人

が2回目の司会 
c）誕生日が一番最近だった人が記録→の画面上の左隣の人が2回目の記録 

（こちら，wifiの調子が悪いなどで役目引き受けづらい…！　のときは次点の人がにこやかに対応しませう）

②記録係の人は，記録を取る 
◎最終的には，TEAMSにアップします。「2-20201228 第10回授業」の場所に，それぞれの話者のスレッド

にアップロードしてください。今日聞けなかった人，休んだ人，落ちてしまった人のフォローです。 
・メモを書いてコピーペーストしてもよし。 
・ノートにグラフィックレコーディング（ちょっといい感じの視覚的なメモ）を写メしてアップでもよし。


